
蘇局、どう云う作品が生れるかば、

どう云う生きかたをするかにかかっている。

どう生きるのか、の指針を描くことを通して模索したい。

どう生きるか、と、どう描くのかの

終りのない思考のいたちごっこが

私の生活の母斑なのだ。

「馬」
1957年油彩ベニヤ栴3、0親05，0）

中学を卒業した日賦は、営農に勤しむ携誘惑

彩画の細管に励あまし藍この作品は、同様の

主題で平原赴展に初出品初入賞した「痩馬」
に続いて発表され、叢話賞でおる協会賞を受

賞しました。ここに掻かれた馬は日勝と生活を

ともにした農耕馬で返ると思われ、その姿を

通して戦後開館生活の一端を偲威ことができ

家す。これ以降日撥は生涯を通して馬を描き

つづけました。

「ゴミ績」
1961年油彩ベニヤ（1210×1840）

牧舎と思われる光景の串に、ドラム缶や空包、粗末

な木製のゴミ箱などがデフォルメ（変形）され縞か

ねて串ます。モチーフは、すべて使い古され、雨風

ほ晒されたものばかりで、それを執捌こ観察し描写
‾しています。

「飯場の風景」
1963年油彩ベニヤ（1382×1835）

飯館で働く男たちを措いた作品。零や足

を大きく描くことで働く舅たちの達しさ

と、画国全体を支弼する沈黙から過酷な

労（瓢こ従事する者の秦の蘭の休息が描か

れています。日賦には飯場体轍まありませ

んが、関箔農民としての共通する境遇がそ

こに清写されています。

「晴れた日の風景」
1968年

油彩ベニヤ（1825×1835）

左官コテを改良して、「人と牛」

の運個こ代表されるように絵の

具を厚塗りした作品を制作する

ようになります。豊かな色彩と

激しい筆触は、画法の大きな転

換のようにも見えます。モチー

フは人と馬という従来のもので

すが、アンフォルメルの大きな

うねりの中で、自勝も画壇の潮

流に敏感に反応していたのかも

しれません。

「牛」
1964年油彩ベニヤ（1440×1440）

石床の上に駁かれた鐘の上に、締り削プら＿〈－＿

れた足を鎖で縛られ顕を切り裂かれた牛

が横たわる光景。永遠の婦別こついた告∴二

の穏やかな表情とは翻綱に切り裂離し一一一一・～で磐へ一一巾

だ赤い騒部の鮮烈さに日が憲かれます。

赤や茸、畠の色が鄭分掘こ取り入られ、こ

祉以綬蟹勝作品に色彩が用いられるよう

になりまず。

雲i　∴言語瑠

「馬（絶筆・未完）」
197Q年油彩・鉛筆・ベニヤ（1883×2040）

未完成作品としてアトリエに残されていた作品。むき出しのベニヤに半身だけが

播かれた馬o後ろ足はかすかに鉛筆の輪郭がある淵青です。しかし、さまざまな画

風の変遷の後に描かれたこの作品は、画家自身が初期のモノクロームの世界に

回帰し再出発をしようとしたよ靭こち舞えます。描き残された馬の背景などから

直家がどのよう紀この作品を仕上げようとしたのかを考えるとき空想が広がる作

品です。
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昭和12年、東京・練馬生まれ。戦時疎闊で十勝の鹿追町に
移住し、開拓営農のかたわら油彩を制作、全道展会員とな
る。独立美術選抜展・第一回北海道秀作美術展など出品。
昭和45年、32歳で急逝。没後、北海道立近代美術館に「室
内風景」などが収蔵。

「神田日燐の世界」展、「日本のリアリズム」展を経て∵戦後
期新具象の作風に美術史的評価が商い。


